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(57)【要約】
【課題】光源部の熱をヒートシンクにより効率的に放熱
することが可能で、かつ、熱による導光板の膨張および
収縮に応じて光源部およびヒートシンクを移動させる構
成を簡略化することが可能な表示装置を提供する。
【解決手段】このテレビジョン装置（表示装置）１００
は、液晶セル１１と、光源部５と、光源部５からの光が
入射する入射端面４ａを含み、導光板４と、入射端面４
ａと光源部５との間の距離を所定間隔に維持するスペー
サ部７２と、光源部５に対して導光板４とは反対側に配
置され、固定的に光源部５を保持し、導光板４とは別体
かつ非接続のヒートシンク６と、光源部５およびヒート
シンク６を導光板４側に付勢する付勢部材８と、ヒート
シンク６の外側に配置され、ヒートシンク６を入射端面
４ａに直交する長手方向（Ｘ方向）に移動可能に支持す
るリアフレーム３とを備えている。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　光源部と、
　前記光源部からの光が入射する入射端面を含み、前記入射端面から入射した光を前記表
示部に導光する導光板と、
　前記入射端面と前記光源部との間の距離を所定間隔に維持するスペーサ部と、
　前記光源部に対して前記導光板とは反対側に配置されるとともに、固定的に前記光源部
を保持し、前記導光板とは別体かつ非接続のヒートシンクと、
　前記光源部および前記ヒートシンクを前記導光板側に付勢する付勢部材と、
　前記ヒートシンクの外側に配置されるとともに、前記ヒートシンクを前記入射端面に直
交する第１方向に移動可能に支持するリアフレームとを備えた、表示装置。
【請求項２】
　前記光源部および前記ヒートシンクは、前記導光板の膨張または収縮による前記入射端
面の前記第１方向への移動に伴って、前記スペーサ部を介して前記導光板に対して前記所
定間隔を維持しながら移動するように構成されている、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記リアフレームは、前記ヒートシンクの前記第１方向の外側に位置する側面部を含み
、
　前記付勢部材は、前記リアフレームの前記側面部と前記ヒートシンクとの間に、前記ヒ
ートシンクを前記導光板側に常時付勢するように配置されている、請求項１または２に記
載の表示装置。
【請求項４】
　前記導光板に対して前記表示部が配置される前方側とは反対側の前記導光板の後方側に
配置される反射シートと、前記後方側から前記導光板と前記反射シートとを支持する支持
部とをさらに備え、
　前記支持部は、前記ヒートシンクとともに移動するとともに、前記支持部が移動した場
合に、前記反射シートの前記光源部側の端部が前記支持部に当接するのを防止するための
所定の隙間を有している、請求項１～３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記支持部は、前記導光板を支持する導光板支持面と、前記反射シートを支持する反射
シート支持面とを含み、
　前記導光板支持面と前記反射シート支持面との前後方向における高さの差は、前記反射
シートの前後方向における厚みよりも大きい、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記光源部は、光を出射する光源と、前記光源が実装される実装基板とを含み、
　前記スペーサ部は、前記光源が実装される前記実装基板の実装面と前記導光板の前記入
射端面とにそれぞれ接触するとともに、前記実装面と前記入射端面との前記第１方向にお
ける間隔に対応する前記スペーサ部の厚みが前記光源の前記第１方向における厚みよりも
大きく、かつ、前記入射端面と前記光源とを前記所定間隔に近接させた状態で維持するよ
うに構成されている、請求項１～５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記導光板の前記入射端面は、前記第１方向である前記導光板の長手方向側の端面であ
り、
　前記導光板は、前記長手方向における略中央の位置において前記リアフレームに対して
位置決めされた状態で、前記リアフレームに支持されるように構成されている、請求項１
～６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記導光板は、前記長手方向における略中央の位置の短手方向側の端部に形成された第
１係合部を含み、



(3) JP 2015-161870 A 2015.9.7

10

20

30

40

50

　前記リアフレームは、前記第１係合部に対応する位置に設けられ、前記第１係合部に係
合する第２係合部を含み、前記第２係合部が前記第１係合部に係合することにより、前記
導光板が前記長手方向において位置決めされるように構成されている、請求項７に記載の
表示装置。
【請求項９】
　前記リアフレームは、前記リアフレームの内表面側に設けられ、前記ヒートシンクの移
動をガイドするガイド部を含み、
　前記ヒートシンクは、前記ガイド部に沿って前記第１方向にスライド移動するように構
成されている、請求項１～８のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記導光板の前記入射端面は、前記第１方向における前記導光板の両端面に２つ設けら
れており、
　前記導光板の２つの前記入射端面側の両方に、それぞれ、前記光源部と前記スペーサ部
と前記ヒートシンクと前記付勢部材とが設けられている、請求項１～９のいずれか１項に
記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記付勢部材は、前記リアフレームに一体的に形成されている、請求項１～１０のいず
れか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置に関し、特に、ヒートシンクを備える表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ヒートシンクを備える表示装置が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、表示部と、光源部と、光源部からの光が入射する入射端面を含み
、入射端面からの光を表示部に導光する導光板とを備えた表示装置が開示されている。ま
た、表示装置は、導光板の入射端面と光源部との間の距離を所定間隔に維持するスペーサ
部と、光源部を固定的に保持する接続部と、接続部が固定的に取り付けられるヒートシン
クと、ヒートシンクを導光板側に付勢する付勢部材と、ヒートシンクを入射端面に直交す
る方向に移動可能に支持するリアフレームとを備えている。
【０００４】
　ヒートシンクは、リアフレームの外側に配置されている。光源部は、導光板側に付勢部
材により付勢されることによって、導光板との距離が一定に保たれている。したがって、
表示装置は、導光板が熱により膨張または収縮した場合でも、光源部とともに、接続部お
よびヒートシンクが移動し、光源部と導光板との距離が一定に保たれるように構成されて
いる。なお、光源部と導光板との距離をスペーサ部により一定に保つことによって、導光
板への光の入射量が安定するので、光の利用効率が向上する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－２５３７６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１の表示装置では、光源部が接続部に保持され、接続部が
ヒートシンクに取り付けられているため、ヒートシンクが直接的に光源部からの熱を受け
て放熱するのではなく、接続部を介して放熱しなければならず、放熱性が悪いという問題
点がある。また、ヒートシンクがリアフレームの外側に配置され、接続部を介してリアフ
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レームの内側の光源部と接続されているため、光源部とともにヒートシンクを移動させる
ための装置構成が複雑であるという問題点がある。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の１つ
の目的は、光源部の熱をヒートシンクにより効率的に放熱することが可能で、かつ、熱に
よる導光板の膨張および収縮に応じて光源部およびヒートシンクを移動させる構成を簡略
化することが可能な表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の一の局面による表示装置は、表示部と、光源部と、光源部からの光が入射す
る入射端面を含み、入射端面から入射した光を表示部に導光する導光板と、入射端面と光
源部との間の距離を所定間隔に維持するスペーサ部と、光源部に対して導光板とは反対側
に配置されるとともに、固定的に光源部を保持し、導光板とは別体かつ非接続のヒートシ
ンクと、光源部およびヒートシンクを導光板側に付勢する付勢部材と、ヒートシンクの外
側に配置されるとともに、ヒートシンクを入射端面に直交する第１方向に移動可能に支持
するリアフレームとを備えている。
【０００９】
　この発明の一の局面による表示装置では、上記のように、固定的に光源部を保持するヒ
ートシンクを設けることによって、光源部がヒートシンクにより保持されるので、光源部
の熱をヒートシンクから即座に放熱することができる。したがって、表示装置は、光源部
の熱をヒートシンクにより効率的に放熱することができる。また、入射端面と光源部との
間の距離を所定間隔に維持するスペーサ部を設けるとともに、ヒートシンクの外側にヒー
トシンクを入射端面に直交する第１方向に移動可能に支持するリアフレームを設けること
によって、ヒートシンクが光源部と同様にリアフレームの内側に配置された状態で移動可
能になるとともに、スペーサ部により光源部と導光板との距離が一定に保たれながらヒー
トシンクが移動されるので、光源部およびヒートシンクを移動させる構成を簡略化するこ
とができる。
【００１０】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、光源部およびヒートシンクは、導
光板の膨張または収縮による入射端面の第１方向への移動に伴って、スペーサ部を介して
導光板に対して所定間隔を維持しながら移動するように構成されている。このように構成
すれば、導光板の膨張または収縮した場合でも、光源部と導光板との所定間隔を維持する
ことができるので、導光板への光の入射量を安定させることができる。
【００１１】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、リアフレームは、ヒートシンクの
第１方向の外側に位置する側面部を含み、付勢部材は、リアフレームの側面部とヒートシ
ンクとの間に、ヒートシンクを導光板側に常時付勢するように配置されている。このよう
に構成すれば、導光板が膨張または収縮した場合であっても、付勢部材により光源部およ
びヒートシンクに導光板側への押圧力が常時加えられるので、スペーサ部を介して光源部
と導光板との距離を確実に所定間隔に維持することができる。
【００１２】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、導光板に対して表示部が配置され
る前方側とは反対側の導光板の後方側に配置される反射シートと、後方側から導光板と反
射シートとを支持する支持部とをさらに備え、支持部は、ヒートシンクとともに移動する
とともに、支持部が移動した場合にも、反射シートの光源部側の端部が支持部に当接する
のを防止するための所定の隙間を有している。このように構成すれば、導光板の膨張また
は収縮により、ヒートシンクの後方側に配置される反射シートが支持部に当接して、反射
シートの面方向に力が加わるのを防止することができるので、反射シートに撓みが生じる
のを抑制することができる。
【００１３】
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　この場合、好ましくは、支持部は、導光板を支持する導光板支持面と、反射シートを支
持する反射シート支持面とを含み、導光板支持面と反射シート支持面との前後方向におけ
る高さの差は、反射シートの前後方向における厚みよりも大きい。このように構成すれば
、導光板支持面と反射シート支持面との間に配置される反射シートと、導光板との間に、
隙間が形成されることにより、反射シートと導光板との接触面圧が低減されるので、導光
板の移動に伴って反射シートが移動し難くなる。これにより、反射シートの移動により反
射シートが支持部に当接することに起因して、反射シートに撓みが生じるのを抑制するこ
とができる。
【００１４】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、光源部は、光を出射する光源と、
光源が実装される実装基板とを含み、スペーサ部は、光源が実装される実装基板の実装面
と導光板の入射端面とにそれぞれ接触するとともに、実装面と入射端面との第１方向にお
ける間隔に対応するスペーサ部の厚みが光源の第１方向における厚みよりも大きく、かつ
、入射端面と光源とを所定間隔に近接させた状態で維持するように構成されている。この
ように構成すれば、光源と導光板（入射端面）とを所定間隔に近接させた（できるだけ近
づけた）状態で維持することができるので、導光板への光の入射量が安定し、光の利用効
率を向上させることができる。
【００１５】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、導光板の入射端面は、第１方向で
ある導光板の長手方向側の端面であり、導光板は、長手方向における略中央の位置におい
てリアフレームに対して位置決めされた状態で、リアフレームに支持されるように構成さ
れている。このように構成すれば、熱膨張が大きい導光板の長手方向における膨張量を、
導光板の長手方向の両端部側にそれぞれ均等に振分けることができるので、導光板の両端
部側の膨張に備える余裕領域を小さくすることができる。これにより、表示装置の長手方
向の額縁のサイズを小さくすることができる。
【００１６】
　この場合、好ましくは、導光板は、長手方向における略中央の位置の短手方向側の端部
に形成された第１係合部を含み、リアフレームは、第１係合部に対応する位置に設けられ
、第１係合部に係合する第２係合部を含み、第２係合部が第１係合部に係合することによ
り、導光板が長手方向において位置決めされるように構成されている。このように構成す
れば、導光板を、長手方向における略中央の位置において、リアフレームに対して確実に
位置決めをすることができる。
【００１７】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、リアフレームは、リアフレームの
内表面側に設けられ、ヒートシンクの移動をガイドするガイド部を含み、ヒートシンクは
、ガイド部に沿って第１方向にスライド移動するように構成されている。このように構成
すれば、リアフレームのガイド部により、導光板の移動に伴うヒートシンクのスライド移
動を安定させることができる。
【００１８】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、導光板の入射端面は、第１方向に
おける導光板の両端面に２つ設けられており、導光板の２つの入射端面側の両方に、それ
ぞれ、光源部とスペーサ部とヒートシンクと付勢部材とが設けられている。このように構
成すれば、導光板の面方向における光の導光距離を短くすることができるので、表示部に
表示される画像の輝度を安定させることができる。
【００１９】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、付勢部材は、リアフレームに一体
的に形成されている。このように構成すれば、付勢部材とリアフレームとが一体的に形成
されるので、装置構成を簡略化することができる。
【発明の効果】
【００２０】
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　本発明によれば、上記のように、光源部の熱をヒートシンクにより効率的に放熱するこ
とが可能で、かつ、熱による導光板の膨張および収縮に応じて光源部およびヒートシンク
を移動させる構成を簡略化することが可能な表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１～第３実施形態によるテレビジョン装置を前方から見た全体斜視図
である。
【図２】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置の表示モジュールおよびリアフレ
ームを前方から見た分解斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置の光源部を示した斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置のヒートシンクを示した斜視図で
ある。
【図５】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置の支持スペーサ部材を示した斜視
図である。
【図６】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置のリアフレームにヒートシンクお
よび導光板を取り付ける状態を示した部分拡大図である。
【図７】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置のリアフレームにヒートシンクお
よび導光板を取り付けた状態を示した部分拡大図である。
【図８】図７の４００－４００線に沿った模式的な断面図である。
【図９】本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置のリアフレームに導光板を位置決
めして取り付ける状態を示した斜視図である。
【図１０】図９のリアフレームおよび導光板の部分拡大図である。
【図１１】本発明の第２実施形態によるテレビジョン装置の表示モジュールおよびリアフ
レームを前方から見た分解斜視図である。
【図１２】本発明の第３実施形態によるテレビジョン装置のリアフレームにヒートシンク
および導光板を取り付けた状態を示した部分拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２３】
　（第１実施形態）
　図１～図１０を参照して、本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置１００の構成
について説明する。以下では、テレビジョン装置１００に対して画像が表示される側を前
方（Ｙ１方向）とし、前方（Ｙ１方向）の反対側を後方（Ｙ２方向）として説明し、この
前方および後方に沿う方向を前後方向（Ｙ方向）とする。また、この前後方向と直交する
方向を横方向（Ｘ方向）および上下方向（Ｚ方向）とする。なお、テレビジョン装置１０
０は、本発明の「表示装置」の一例である。また、横方向は、本発明の「第1方向」およ
び「長手方向」の一例である。
【００２４】
　本発明の第１実施形態によるテレビジョン装置１００は、図１に示すように、表示モジ
ュール１と、表示モジュール１を前方（Ｙ１方向）から覆うフロントキャビネット（前側
筐体）２と、表示モジュール１を後方（Ｙ２方向）から覆うリアフレーム３（後側筐体）
とを備えている。
【００２５】
　図２に示すように、表示モジュール１は、前方側（Ｙ１方向側）の面に表示面１１ａを
有する液晶セル１１と、液晶セル１１を前方（Ｙ１方向）から保持するベゼル１２と、液
晶セル１１を後方（Ｙ２方向）から保持するモールドフレーム１３と、各種の光学シート
１４と、導光板４と、反射シート４１と、光源部５と、ヒートシンク６と、支持スペーサ
部材７と、付勢部材８とを含んでいる。なお、液晶セル１１は、本発明の「表示部」の一
例である。
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【００２６】
　ベゼル１２は、モールドフレーム１３の前方（Ｙ１方向）から液晶セル１１を挟んだ状
態で、モールドフレーム１３に取り付けられるように構成されている。モールドフレーム
１３は、樹脂製の枠状部材であり、液晶セル１１の他、背面側に光学シート１４を保持す
る。また、モールドフレーム１３は、フロントキャビネット２の内側に配置される。光学
シート１４は、拡散板やその他の機能性シートなどであり、複数設けられている。光源部
５は、導光板４の横方向（Ｘ方向）の両端部近傍にそれぞれ設けられている。導光板４は
、光学シート１４の後方側（Ｙ２方向側）に配置されている。また、導光板４は、横方向
（Ｘ方向）の両端部に光源部５からの光が入射する入射端面４ａをそれぞれ有している。
また、導光板４は、光源部５から出射され、導光板４の入射端面４ａから入射した光を液
晶セル１１に導光するように構成されている。
【００２７】
　導光板４の入射端面４ａは、横方向（Ｘ方向）における導光板４の両端面にそれぞれ設
けられている。また、テレビジョン装置１００は、２つの入射端面４ａ側の両方に、それ
ぞれ、光源部５と、ヒートシンク６と、支持スペーサ部材７と、付勢部材８とが設けられ
ている。反射シート４１は、導光板４の後方側（Ｙ２方向側）に配置され、光源部５から
の光を導光板４側（液晶セル１１側）に反射するように構成されている。また、ヒートシ
ンク６は、導光板４の横方向（Ｘ方向）の両端部近傍にそれぞれ設けられている。支持ス
ペーサ部材７は、ヒートシンク６の前面側に配置され、導光板４および反射シート４１を
支持している。
【００２８】
　このテレビジョン装置１００は、光源部５が導光板４の端部側に配置される、いわゆる
エッジライト方式（サイドライト方式）の液晶テレビジョン装置である。なお、Ｘ１方向
側およびＸ２方向側の光源部５とヒートシンク６と支持スペーサ部材７と付勢部材８とは
、互いに同様の構成を有している。そこで、以下では、光源部５とヒートシンク６と支持
スペーサ部材７と付勢部材８とについては、Ｘ２方向側の構成について説明し、Ｘ１方向
側の構成の説明を省略する。
【００２９】
　図３に示すように、光源部５は、光を出射するＬＥＤ５１と、ＬＥＤ５１が実装される
実装基板５２とを含んでいる。また、実装基板５２は、平板状に形成されている。また、
実装基板５２は、導光板４の上下方向（Ｚ方向）に伸びるように形成されている。また、
実装基板５２は、実装面５２ａが横方向（Ｘ方向）に直交するように配置されている。し
たがって、実装基板５２は、導光板４の入射端面４ａに対して平行に配置されている。ま
た、実装基板５２は、支持スペーサ部材７により導光板４（入射端面４ａ）との間隔Ｄ１
（図８参照）が一定に保たれるように構成されている。なお、ＬＥＤ５１は、本発明の「
光源」の一例である。
【００３０】
　ＬＥＤ５１は、実装基板５２のＸ１方向側の実装面５２ａ上に上下方向（Ｚ方向）に複
数並ぶように配置されている。また、ＬＥＤ５１は、実装基板５２と導光板４（入射端面
４ａ）との間隔Ｄ１(図８参照)が一定に保たれることにより、導光板４（入射端面４ａ）
との距離が所定間隔（Ｄ１－Ｄ２）(図８参照)に維持されるように構成されている。なお
、所定間隔は、約０．１ｍｍに設定されている。
【００３１】
　また、図６に示すように、ヒートシンク６は、導光板４とは別体かつ非接続であり、光
源部５を固定的に保持するように構成されている。具体的には、ヒートシンク６は、導光
板４と平行に配置される平板部６１と、外側（Ｘ２方向側）の端部から前方（Ｙ１方向）
に向けて立ち上がり、実装基板５２が取り付けられる実装基板取付部６２とを含んでいる
。また、ヒートシンク６（実装基板取付部６２）は、光源部５に対して導光板４とは反対
側（Ｘ２方向側）に配置されている。
【００３２】
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　実装基板取付部６２は、内側の面（Ｘ１方向側の面）に貼り付けられた放熱テープ５３
（図８参照）を介して実装基板５２（光源部５）を固定的に保持するように構成されてい
る。
【００３３】
　平板部６１は、リアフレーム３に係合される孔部６３を有している。孔部６３は、３つ
形成され、それぞれが上下方向（Ｚ方向）に互いに所定間隔離間して並ぶように配置され
ている。また、孔部６３は、図６に示すように、横方向（Ｘ方向）に延びる細長状のレー
ル部６３ａと、レール部６３ａの外側（Ｘ２方向側）に形成され、リアフレーム３の一部
を導入する導入部６３ｂとから構成されており、全体として、Ｔ字形状に形成されている
。また、ヒートシンク６は、孔部６３を介してリアフレーム３の後述するフックガイド部
３１と係合することにより、リアフレーム３に対してレール部６３ａの延びる横方向（Ｘ
方向）に移動可能に構成されている。
【００３４】
　図９および図１０に示すように、導光板４は、横方向（Ｘ方向）の略中央の位置におい
てリアフレーム３に対して位置決めされた状態で、リアフレーム３に支持されるように構
成されている。具体的には、導光板４は、横方向（Ｘ方向）における略中央の位置の上下
方向（Ｚ方向）側の端部に形成された切り欠き状の一対の切欠係合部４ｂを含んでいる。
この切欠係合部４ｂにリアフレーム３の後述する凸状係合部３２が係合することにより、
導光板４は、光源部５の熱により膨張や収縮が発生する場合に、リアフレーム３に対して
横方向（Ｘ方向）において位置決めされるように構成されている。すなわち、導光板４は
、リアフレーム３の横方向（Ｘ方向）における略中央の位置を基準として、左右両方向（
Ｘ１方向およびＸ２方向）に均等に膨張または収縮するように構成されている。なお、反
射シート４１にも、リアフレーム３の切欠係合部４ｂに対応する位置に、切欠係合部４ｂ
と同形状の切欠きが形成されている。なお、切欠係合部４ｂは、本発明の「第１係合部」
の一例である。
【００３５】
　図５に示すように、支持スペーサ部材７は、Ｚ方向に延びる棒状に形成されている。ま
た、図８に示すように、支持スペーサ部材７は、導光板４と反射シート４１とを後方側（
Ｙ２方向側）から支持するように構成されている。また、支持スペーサ部材７は、ヒート
シンク６の前方で、ヒートシンク６の平板部６１および光源部５の実装基板５２のそれぞ
れ当接するように配置されている。また、支持スペーサ部材７は、導光板４および反射シ
ート４１を保持する支持部７１（図５参照）と、導光板４の入射端面４ａと光源部５（Ｌ
ＥＤ５１の導光板４側の実装面５２ａ）との間の距離を所定間隔（Ｄ１－Ｄ２）に維持す
るスペーサ部７２（図５参照）とを含んでいる。なお、支持スペーサ部材７は、導光板４
と比べて、熱により膨張および収縮し難い材質で形成されている。
【００３６】
　支持部７１（支持スペーサ部材７）は、ヒートシンク６とともに移動するように構成さ
れている。すなわち、支持スペーサ部材７は、支持部７１と一体のスペーサ部７２が導光
板４（入射端面４ａ）と光源部５の実装基板５２（実装面５２ａ）とに常時挟まれている
ため、ヒートシンク６とともに移動するように構成されている。また、支持部７１は、ヒ
ートシンク６とともに移動した場合に、反射シート４１の光源部５側（外側（Ｘ２方向側
））の端部が支持部７１に当接するのを防止するための所定の隙間Ｓ（図８参照）を有し
ている。
【００３７】
　また、図５、図６および図８に示すように、支持部７１は導光板４を支持する導光板支
持部７１ａと、導光板支持部７１ａの後方側（Ｙ２方向側）の反射シート４１を支持する
反射シート支持部７１ｂとを含み、導光板支持部７１ａと反射シート支持部７１ｂとによ
り２段の階段状に形成されている。また、図８に示すように、導光板支持部７１ａと反射
シート支持部７１ｂとの前後方向（Ｙ方向）における高さの差Ｔ１は、反射シート４１の
前後方向（Ｙ方向）における厚みＴ２よりも大きい。したがって、反射シート４１は、導
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光板４および支持スペーサ部材７により挟まれて前後方向（Ｙ方向）に押圧された状態で
保持されることがないように構成されている。
【００３８】
　スペーサ部７２は、図５に示すように、平板状に形成されるとともに、棒状の支持部７
１の両端部のそれぞれから前方（Ｙ１方向）に突出するように形成されている。また、図
６および図７に示すように、スペーサ部７２は、実装基板５２のＬＥＤ５１を実装する実
装面５２ａと導光板４の入射端面４ａとにそれぞれ接触している。また、図８に示すよう
に、スペーサ部７２は、実装面５２ａと導光板４の入射端面４ａとの横方向（Ｘ方向）に
おける間隔に対応するスペーサ部７２の厚みＤ１がＬＥＤ５１の横方向（Ｘ方向）の厚み
Ｄ２よりも大きく、かつ、導光板４の入射端面４ａとＬＥＤ５１（ＬＥＤ５１の導光板４
側の実装面５２ａ）とを所定間隔（Ｄ１－Ｄ２）に近接させた状態で維持するように構成
されている。すなわち、スペーサ部７２は、横方向（Ｘ方向）においてＬＥＤ５１よりも
厚く形成されることにより、ＬＥＤ５１と導光板４（入射端面４ａ）との距離を保ち、互
いに当接させないように構成されている。
【００３９】
　図６～図８に示すように、リアフレーム３は、ヒートシンク６の外側に配置されている
。すなわち、リアフレーム３は、ヒートシンク６を後方（Ｙ２方向）かつ側方（Ｘ方向お
よびＺ方向）から覆うように配置されている。また、図６および図８に示すように、リア
フレーム３は、フックガイド部３１を含んでいる。フックガイド部３１は、リアフレーム
３の内表面側（Ｙ１方向側の面）に設けられている。また、リアフレーム３は、フックガ
イド部３１のガイドにより、ヒートシンク６を導光板４の入射端面４ａに直行する横方向
（Ｘ方向）に移動可能なように支持している。
【００４０】
　具体的には、リアフレーム３は、ヒートシンク６の孔部６３に対応する位置に、前方（
Ｙ１方向）に突出するとともに、ヒートシンク６の孔部６３に係合するＴ字形状（図６参
照）のフックガイド部３１が形成されている。また、リアフレーム３は、ヒートシンク６
の横方向（Ｘ方向）に延びるレール部６３ａをフックガイド部３１の根本部に沿って移動
させることにより、ヒートシンク６を横方向（Ｘ方向）にスライド移動させるように構成
されている。また、フックガイド部３１は、前方（Ｙ１方向）の先端がヒートシンク６の
平板部６１と平行な板状に形成されている。また、フックガイド部３１は、ヒートシンク
６の導入部６３ｂを通してヒートシンク６が導入され、ヒートシンク６が内側方向（Ｘ２
方向）のレール部６３ａ側に移動され、ヒートシンク６と係合するように構成されている
。なお、フックガイド部３１は、本発明の「ガイド部」の一例である。
【００４１】
　また、図９および図１０に示すように、リアフレーム３は、凸状係合部３２を含んでい
る。凸状係合部３２は、Ｙ１方向に突出する円柱状に形成されている。また、凸状係合部
３２は、前後方向（Ｙ方向）から見て、導光板４の２つの切欠係合部４ｂに対応する位置
にそれぞれ設けられている。また、凸状係合部３２には、前方側（Ｙ１方向側）から切欠
係合部４ｂが挿入される。これにより、凸状係合部３２に切欠係合部４ｂが係合するよう
に構成されている。また、リアフレーム３は、凸状係合部３２に導光板４の切欠係合部４
ｂが係合することにより、導光板４を横方向（Ｘ方向）において位置決めするように構成
されている。なお、凸状係合部３２は、本発明の「第２係合部」の一例である。
【００４２】
　また、図６～図８に示すように、リアフレーム３は、側面部３３を含んでいる。側面部
３３は、ヒートシンク６の横方向の外側（Ｘ２方向側）に配置されている。
【００４３】
　図７に示すように、付勢部材８は、リアフレーム３の側面部３３と、ヒートシンク６（
実装基板取付部６２）との間に配置されている。また、付勢部材８は、実装基板取付部６
２に取り付けられた光源部５とは反対側の面（Ｘ２方向側の面）に当接する状態で配置さ
れるように構成されている。また、付勢部材８は、ヒートシンク６および光源部５を導光
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板４側に常時付勢するように配置されている。具体的には、付勢部材８は、ゴムなどの弾
性材料からなり、角柱状に形成されている。また、付勢部材８は、ヒートシンク６のＺ１
方向側およびＺ２方向側の端部近傍にそれぞれ１つずつ（図９参照）設けられている。ま
た、付勢部材８は、ヒートシンク６とリアフレーム３の側面部３３との間に圧入されてい
る。また、付勢部材８は、ヒートシンク６とリアフレーム３の側面部３３との間において
、常時圧縮状態を維持するように構成されている。これにより、付勢部材８は、ヒートシ
ンク６を横方向（Ｘ方向）の内側（Ｘ１方向側）に、すなわち、導光板４側に、常時付勢
するように構成されている。これにより、ヒートシンク６は、ヒートシンク６に取り付け
られた光源部５の実装基板５２により、導光板４（入射端面４ａ）に当接する支持スペー
サ部材７を導光板４側に常時付勢するように構成されている。その結果、支持スペーサ部
材７は、導光板４に当接した状態が維持されるように構成されている。つまり、支持スペ
ーサ部材７は、導光板４の膨張または収縮により、導光板４の入射端面４ａの位置が横方
向（Ｘ方向）に変位しても、導光板４に対する当接状態が維持される。
【００４４】
　第１実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００４５】
　第１実施形態では、上記のように、固定的に光源部５を保持するヒートシンク６を設け
ることによって、光源部５がヒートシンク６により保持されるので、光源部５の熱をヒー
トシンク６から即座に放熱することができる。したがって、テレビジョン装置１００は、
光源部５の熱をヒートシンク６により効率的に放熱することができる。また、入射端面４
ａと光源部５との間の距離を所定間隔に維持するスペーサ部７２を設けるとともに、ヒー
トシンク６の外側にヒートシンク６を入射端面４ａに直交する横方向（Ｘ方向）に移動可
能に支持するリアフレーム３を設けることによって、ヒートシンク６が光源部５と同様に
リアフレーム３の内側に配置された状態で移動可能になるとともに、スペーサ部７２によ
り光源部５と導光板４との距離が一定に保たれながらヒートシンク６が移動されるので、
光源部５およびヒートシンク６を移動させる構成を簡略化することができる。
【００４６】
　また、第１実施形態では、上記のように、光源部５およびヒートシンク６を、導光板４
の膨張または収縮による入射端面４ａの横方向（Ｘ方向）への移動に伴って、スペーサ部
７２を介して導光板４に対して所定間隔を維持しながら移動するように構成する。これに
より、導光板４の膨張または収縮した場合でも、光源部５と導光板４との所定間隔を維持
することができるので、導光板４への光の入射量を安定させることができる。
【００４７】
　また、第１実施形態では、上記のように、付勢部材８を、リアフレーム３の側面部３３
とヒートシンク６との間に、ヒートシンク６を導光板４側に常時付勢するように配置する
。これにより、導光板４が膨張または収縮した場合であっても、付勢部材８により光源部
５およびヒートシンク６に導光板４側への押圧力が常時加えられるので、スペーサ部７２
を介して光源部５と導光板４との距離を確実に所定間隔に維持することができる。
【００４８】
　また、第１実施形態では、上記のように、支持部７１（スペーサ支持部材７）をヒート
シンク６とともに移動させ、支持部７１が移動した場合にも、反射シート４１の光源部５
側の端部が支持部７１に当接するのを防止するための所定の隙間Ｓを設ける。これにより
、導光板４の膨張または収縮により、ヒートシンク６の後方側に配置される反射シート４
１が支持部７１に当接して、反射シート４１の面方向に力が加わるのを防止することがで
きるので、反射シート４１に撓みが生じるのを抑制することができる。
【００４９】
　また、第１実施形態では、上記のように、導光板支持面７１ａと反射シート支持面７１
ｂとの前後方向における高さの差Ｔ１を、反射シート４１の前後方向における厚みＴ２よ
りも大きくする。これにより、導光板支持面７１ａと反射シート支持面７１ｂとの間に配
置される反射シート４１と、導光板４との間に、隙間（Ｔ１－Ｔ２）が形成されることに
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より、反射シート４１と導光板４との接触面圧が低減されるので、導光板４の移動に伴っ
て反射シート４１が移動し難くなる。これにより、反射シート４１の移動により反射シー
ト４１がスペーサ支持部材７の支持部７１に当接することに起因して、反射シート４１に
撓みが生じるのを抑制することができる。
【００５０】
　また、第１実施形態では、上記のように、光源が実装される実装基板５２の実装面５２
ａと導光板４の入射端面４ａとにそれぞれ接触させるとともに、実装面５２ａと入射端面
４ａとの横方向（Ｘ方向）における間隔に対応するスペーサ部７２の厚みＤ１が光源の横
方向における厚みＤ２よりも大きく、かつ、入射端面４ａと光源５１とを所定間隔に近接
させた状態で維持するようにスペーサ部７２を構成する。これにより、光源と導光板４（
入射端面４ａ）とを所定間隔（Ｄ１－Ｄ２）に近接させた（できるだけ近づけた）状態で
維持することができるので、導光板４への光の入射量が安定し、光の利用効率を向上させ
ることができる。
【００５１】
　また、第１実施形態では、上記のように、導光板４の入射端面４ａを、横方向（Ｘ方向
）である導光板４の横方向側の端面とし、導光板４を、横方向における略中央の位置にお
いてリアフレーム３に対して位置決めされた状態で、リアフレーム３に支持されるように
構成する。これにより、熱膨張が大きい導光板４の横方向における膨張量を、導光板４の
横方向の両端部側にそれぞれ均等に振分けることができるので、導光板４の両端部側の膨
張に備える余裕領域を小さくすることができる。これにより、テレビジョン装置１００の
横方向の額縁のサイズを小さくすることができる。
【００５２】
　また、第１実施形態では、上記のように、導光板４に、横方向（Ｘ方向）における略中
央の位置の上下方向側（Ｚ方向側）の端部に形成された切欠係合部４ｂを設け、リアフレ
ーム３に、切欠係合部４ｂに対応する位置に設けられ、切欠係合部に係合する凸状係合部
３２を設け、凸状係合部３２が切欠係合部４ｂに係合することにより、導光板４が横方向
において位置決めされるようにテレビジョン装置１００を構成する。これにより、導光板
４を、長手方向（Ｘ方向）における略中央の位置において、リアフレーム３に対して確実
に位置決めをすることができる。
【００５３】
　また、第１実施形態では、上記のように、リアフレーム３に、リアフレーム３の内表面
側に設けられるとともに、ヒートシンク６の移動をガイドするフックガイド部３１を設け
、ヒートシンク６を、フックガイド部３１に沿って横方向（Ｘ方向）にスライド移動させ
るように構成する。これにより、リアフレーム３のフックガイド部３１により、導光板４
の移動に伴うヒートシンクのスライド移動を安定させることができる。
【００５４】
　また、第１実施形態では、上記のように、導光板４の入射端面４ａを、横方向（Ｘ方向
）における導光板４の両端面に２つ設け、導光板４の２つの入射端面４ａ側の両方に、そ
れぞれ、光源部５と支持スペーサ部材７とヒートシンク６と付勢部材８とを設ける。これ
により、導光板４の面方向における光の導光距離を短くすることができるので、液晶セル
１１に表示される画像の輝度を安定させることができる。
【００５５】
　（第２実施形態）
　次に、図１および図１１を参照して、第２実施形態について説明する。この第２実施形
態では、導光板４の横方向の２つの両端面（Ｘ１方向側端面およびＸ２方向側端面）のそ
れぞれに光源部５を設けた上記第１実施形態と異なり、導光板２０４の横方向の１つの端
面（Ｘ１方向側端面）にのみ光源部５を設けた例について説明する。なお、上記第１実施
形態と同様の構成は、第１実施形態と同じ符号を付して図示するとともに説明を省略する
。
【００５６】
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　図１１に示すように、第２実施形態によるテレビジョン装置２００（図１参照）では、
導光板２０４の入射端面４ａが横方向（Ｘ方向）における導光板２０４の一方端面（Ｘ１
方向側端面）にのみ設けられている。また、テレビジョン装置２００には、Ｘ１方向の入
射端面４ａ側に、光源部５と、支持スペーサ部材７と、ヒートシンク６と、付勢部材８と
が設けられている。また、テレビジョン装置２００には、Ｘ２方向側に、光源部５と、支
持スペーサ部材７と、ヒートシンク６と、付勢部材８とが設けられていない。
【００５７】
　第２実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００５８】
　第２実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００５９】
　第２実施形態では、上記第１実施形態と同様に、固定的に光源部５を保持するヒートシ
ンク６を設けることによって、テレビジョン装置１００は、光源部５の熱をヒートシンク
６により効率的に放熱することができる。また、入射端面４ａと光源部５との間の距離を
所定間隔に維持するスペーサ部７２を設けるとともに、ヒートシンク６の外側にヒートシ
ンク６を入射端面４ａに直交する横方向（Ｘ方向）に移動可能に支持するリアフレーム３
を設けることによって、光源部５および導光板２０４の距離を一定に保つための光源部５
およびヒートシンク６を移動させる構成を簡略化することができる。
【００６０】
　第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００６１】
　（第３実施形態）
　次に、図１および図１２を参照して、第３実施形態について説明する。この第３実施形
態では、付勢部材３０８とリアフレーム３とを別体で形成した上記第１実施形態と異なり
、付勢部材３０８とリアフレーム３０３とを一体で形成した例について説明する。なお、
上記第１実施形態と同様の構成は、第１実施形態と同じ符号を付して図示するとともに説
明を省略する。
【００６２】
　図１２に示すように、第３実施形態によるテレビジョン装置３００（図１参照）は、リ
アフレーム３０３に一体的に形成されている付勢部材３０８を備えている。付勢部材３０
８は、リアフレーム３０３の側面部３３から導光板４側へ突出する板バネ状に形成されて
いる。また、付勢部材３０８は、ヒートシンク６の実装基板取付部６２の外側（Ｘ１方向
側）の面に当接するように配置されている。なお、図示は省略するが、付勢部材３０８は
、第１実施形態と同様に、２つの付勢部材３０８で１つのヒートシンク６を付勢するよう
に構成されている。
【００６３】
　第３実施形態のその他の構成は、上記第１実施形態と同様である。
【００６４】
　第３実施形態では、以下のような効果を得ることができる。
【００６５】
　第３実施形態では、上記第１実施形態と同様に、固定的に光源部５を保持するヒートシ
ンク６を設けることによって、テレビジョン装置１００は、光源部５の熱をヒートシンク
６により効率的に放熱することができる。また、入射端面４ａと光源部５との間の距離を
所定間隔に維持するスペーサ部７２を設けるとともに、ヒートシンク６の外側にヒートシ
ンク６を入射端面４ａに直交する横方向（Ｘ方向）に移動可能に支持するリアフレーム３
０３を設けることによって、光源部５および導光板４の距離を一定に保つための光源部５
およびヒートシンク６を移動させる構成を簡略化することができる。
【００６６】
　また、第３実施形態では、上記のように、付勢部材３０８を、リアフレーム３０３に一
体的に形成する。これにより、付勢部材３０８とリアフレーム３０３とが一体的に形成さ
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れるので、装置構成を簡略化することができる。
【００６７】
　第３実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【００６８】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００６９】
　たとえば、上記第１～第３実施形態では、テレビジョン装置に本発明を適用した例を示
したが、テレビジョン装置以外の表示装置に本発明を適用してもよい。
【００７０】
　また、上記第１～第３実施形態では、リアフレームの凸状係合部と、導光板の切欠係合
部とにより、導光板のＸ方向の位置決めをした例について示したが、本発明はこれに限ら
れない。本発明では、リアフレームと導光板とが、それぞれ凸状係合部と切欠係合部とを
備えていなくてもよい。また、リアフレームの凸状係合部と、導光板の切欠係合部とをＸ
方向の中央以外の位置に設けてもよい。
【００７１】
　また、上記第１および第２実施形態では、付勢部材をブロック状の弾性部材により構成
し、上記第３実施形態では、付勢部材を板ばねにより構成した例について示したが、本発
明はこれに限られない。本発明では、付勢部材をブロック状の弾性部材や板ばねにより構
成しなくてもよい。たとえば、付勢部材をコイルばねにより構成してもよい。
【００７２】
　また、上記第１～第３実施形態では、付勢部材の数を１つのヒートシンクに対して２つ
とした例について示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、付勢部材の数を１
つのヒートシンクに対して１つまたは３つ以上としてもよい。
【００７３】
　また、上記第１～第３実施形態では、導光板の横方向の端面を入射端面とした例につい
て示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、導光板の短手方向の端面を入射端
面としてもよい。
【００７４】
　また、上記第３実施形態では、付勢部材とリアフレームとを一体的に形成する例につい
て例について示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、付勢部材とヒートシン
クとを一体的に構成してもよい。
【００７５】
　また、上記第１～第３実施形態では、ヒートシンクと支持スペーサ部材とを別体とした
例について示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、ヒートシンクと支持スペ
ーサ部材とを一体としてもよい。
【００７６】
　また、上記第１～第３実施形態では、支持スペーサ部材に、支持部とスペーサ部とを設
けた例について示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、支持部とスペーサ部
とを別々の部材に設けてもよい。
【００７７】
　また、上記第１～第３実施形態では、リアフレーム自体が後方から外方に露出する筐体
となる例について示したが、本発明はこれに限られない。本発明では、リアフレームの後
方からリアフレームを覆う筐体（リアキャビネット）をさらに取り付けてもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　３、３０３　リアフレーム
　４、２０４　導光板
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　４ａ　入射端面
　４ｂ　切欠係合部（第１係合部）
　５　光源部
　６　ヒートシンク
　８、３０８　付勢部材
　１１　液晶セル
　３１　フックガイド部（ガイド部）
　３２　凸状係合部（第２係合部）
　３３　側面部
　５１　ＬＥＤ（光源）
　５２　実装基板
　５２ａ　実装面
　７１　支持部
　７２　スペーサ部
　１００、２００、３００　テレビジョン装置（表示装置）

【図１】 【図２】
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摘要(译)

显示器能够有效地通过散热器散发光源部的热量，并且简化根据由热引
起的导光板的膨胀和收缩来移动光源部和散热器的构造。 提供设备。 解
决方案：该电视设备（显示设备）100包括一个液晶单元11，一个光源部
分5和一个入射端面4a，来自光源部分5的光入射在该入射端面上；以及
一个导光板4，一个入射端面4a和一个光源。 相对于光源单元5，在与导
光板4相反的一侧配置有用于保持部分5与规定距离之间的间隔的分隔部
72，该光源部5和导光板4被固定地保持。 分离的未连接的散热器6，将
光源单元5和散热器6向导光板4施力的施力部件8，以及在与入射端面4a
正交的长度方向上配置在散热器6的外侧的散热器6。 后框架3被支撑为
在（X方向）上可移动。 [选择图]图8
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